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家兎卵巣間質腺細胞にステロイドホノレモンを生合成する能力のあることは， HILLIARD et 
a1. (1961, 1963) 以後よく知られた事実であるが，その微細構造に関する知見はきわめて之し
く，最近では DAVIES & BROADUS (1968) の報告をみるのみである。しかもその観察は内
爽膜由来の secondary interstitial gland (adult type) のみである。私は幼若家兎卵巣の上皮









標本を LUFT の方法に準じて epoxyresin に包埋し，超薄切片を日立 HU-llB および HS-




A) Primary interstitial gland 
??
生後 2 ， 2 Yzヵ月の卵巣の主として髄質に胞体の豊富な脂質頼粒に富む間質腺細胞が 1
ケないし数ケの細胸集団となって存在する。同時に髄索および卵胞外頼粒細胞巣の一部に
胞体が肥大した，脂質頼粒に富む細胞が見られる。








は密に集族して fenestrated cisternae 或は脂質穎粒の周囲に同心円状に排列する membra­
nous whorl の形を呈する。これに反して組面小胞体および遊離のリボゾームは僅少である。
糸粒体は数が多く， 基質の電子密度が高い。一次性間質腺細胞の糸粒体は細長いものが多い
が，二次性細胞のそれは円形ないし楕円形のものが多い。 cristae は少数の tubule を含むが
一般に lamellar で，その数は一次性の方が比較的多い。 コツレヂ装置は二次性間質腺細胞によ
く発達し， lysosome ないし dense body がその周囲に多く見られる。
N C考按〕
家兎卵巣間質腺細胞の微細構造上の特徴は非常によく発達した滑面小胞体と多数の脂質頼粒
をその胞体中に含むことである。これらの organelles が steroid biosynthesis に重要な役割
を演ずることについては，他のステロイド生合成細胞におけると同様な考察が可能である。
DAVIES & BROADUS は(二次性)間質腺細胞に dark cell と light cell とがあり， 両
者に機能的な差があるだろうと述べている。しかし CHRISTENSEN (1965) がモルモットの
畢丸間質細胞で観察した如く，潅流固定によってよく固定された標本では細胞は均一であり，




20α-hydroxypregn-4-en-3-one を産生・放出し LH に対して positive に feed back する乙










詔歯類動物の卵巣間質線の機能が近年 Hilliard らによって証明されたが， その微細構造に関
する知見は之しい。卵巣に一次性間質腺の存在することは Dawson と Mccabe がラットについ
て光顕学的方法で証明したがi 微細構造の報告は二次性問質腺に限られている。乙の論文は家兎
卵巣に一次性間質腺の存在することを初めて報告し，一次性と二次性間質腺細胞の微細構造の異
同を機能と関連して論じた興味深い研究である。本論文はステロイドホ Jレモン分泌細胞の形態学
的研究，ひいては性腺内分泌学の研究の発展に一つの手がかりを与え得ると思われる。
医学博士の学位を授与するに価する論文である。
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